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日本ユニシスでは、「SOAとは、ビ

ジネスプロセスの可視化と企業シス

テムの柔構造化を実現し、ビジネス

に変化対応力をもたらすことでTCO

の削減と TVO（ Total Value of

Ownership）の最適化を可能にする

ITインフラストラクチャを構築する

ための設計手法である」と考えてい

る。図１は、日本ユニシスが作成し

たSOA導入のシナリオである。各レ

ベルに応じてエントリーポイントを

設定し、クリアしていくことでSOA

を段階的に浸透させていく。具体的

には、SOAnalyze、SOArchitect、

SOApplyの3つのアプローチにおい

て、それぞれ確立された方法論をも

とに様々な課題を解決。企業システ

ムのあるべき姿を追及しながら、現

実的な解を見出すことで、SOAの真

の価値を提供していく。

ス戦略にITを関連づけ

るメソドロジー（方法

論）をもとに、事業モ

デルを踏まえた全体シ

ステムと、各業務モデ

ルに即したサブシステ

ム（分散システム）を

構築します。この時、分散システム

を構成要素とした統合システムのア

ーキテクチャを定義します。そして、

IT戦略の将来像とSOA導入のロード

マップを示すグランドデザインや参

照モデルを明確にすることが必要で

す」と語っている。

SOA関連プロダクトベンダーとの

密接なアライアンスを確立している

SOAとは、ソフトウェアを“サー

ビス”という単位で捉え、外部から

呼び出し可能なインタフェースを備

えた部品とみなし、それを組み合わ

せてアプリケーションの連携や統合

を行うシステム設計手法のことであ

る。このSOAの概念を適用すること

で、重複するシステム機能を削減

（コスト削減／再利用性の向上）し、

既存資産の有効利用によりシステム

構築スピードが向上され、部品化さ

れたサービスを組み合わせることで

業務変更を柔軟に行えるようになる。

SOAを適用したシステム開発のポイ

ントについて、日本ユニシス・ソリ

ューションの齋藤重幸氏は、「ビジネ
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アーキテクチャの進化�

お客様の目指すIT成熟度やSOA適用レベ�
ルに応じて、導入シナリオを提供。�

SOAがもた�
らす価値�

企業のIT成熟度�

SOA適用Level 3：�
BPMなどを利用して、サービス間の連携�
を自動プロセス化し、プロセスの状態や�
状況を可視化する。�

SOA適用Level 2：�
サービス部品の組み合わせにより抽象�
化されたサービス部品を構成し、サービ�
ス部品間のデータ統合や統一を行う。�

SOA適用Level 1：�
SOA基盤として、既存システムのサービ�
ス部品化を推進・整備し、再利用性を向�
上させる。�

IT成熟度Level 1
（IT非活用レベル）：�
既存IT資産のサービス化と部�
門内の最適化を行い、資産利�
用の改善を目指す。�

IT成熟度Level 2
（部門内最適レベル）：�
部門内で最適化されたIT資産�
を会社全体を含めて最適化�
することを目指す。�

IT成熟度Level 3
（全社最適レベル）：�
ステークホルダーを巻き込ん�
だバリューチェーン全体の最�
適化や、コアコンピタンス集中�
（アウトソーシング化）など、よ�
り競争力のある変化する組織�
を目指す。�
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